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『
文
字
』
か
ら
想
う
こ
と

人
を
除
く
霊
長
類
は
せ
い
ぜ

い
の
と
こ
ろ
50

頭
を
超
え
る
集

団
を
つ
く
る
こ
と
は
な
い
よ
う

だ
．
そ
れ
以
上
の
集
団
あ
る
い

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
す

る
に
は
ど
う
し
て
も
言
葉
が
必

要
に
な
る
と
い
う
．
確
か
に
言

葉
を
操
れ
る
の
は
人
の
み
で
あ

る
．
霊
長
類
の
生
態
学
者
ロ
ビ

ン
・
ダ
ン
パ
ー
は
「
こ
と
ば
の

起
源-

-
-

猿
の
毛
づ
く
ろ
い
、
人

の
ゴ
シ
ッ
プ
」
の
中
で
面
白
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
．
動
物
園

で
よ
く
見
か
け
る
光
景
で
あ
る

“
毛
づ
く
ろ
い
”
は
、
サ
ル
社

会
に
お
い
て
単
に
お
互
い
の
皮

膚
の
掃
除
や
食
事
や
セ
ッ
ク
ス

後
の
休
憩
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

集
団
内
で
の
ス
ト
レ
ス
や
不
快

を
解
消
す
る
鎮
静
剤
の
役
目
を

持
ち
、
仲
間
意
識
を
保
持
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
だ
．

サ
ル
社
会
に
お
け
る
“
毛
づ
く

ろ
い
”
が
、
人
社
会
で
は
何
に

相
当
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

ダ
ン
パ
ー
は
洞
察
し
た
末
に
、

そ
れ
が
ゴ
シ
ッ
プ
、
世
間
話
な

の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
．
人
間

の
ゴ
シ
ッ
プ
好
き
は
、
太
古
以

来
次
第
に
大
規
模
化
し
複
雑
化

し
た
社
会
に
生
き
る
人
間
の
知

恵
の
産
物
で
あ
り
、
摩
擦
と
孤

立
化
を
避
け
ん
が
た
め
に
編
み

出
さ
れ
た
巧
妙
な
戦
術
な
の
だ

と
彼
は
主
張
す
る
．
し
か
し
、

“
毛
づ
く
ろ
い
”
が
“
話
し
言

葉
”
に
い
き
な
り
進
化
し
た
の

で
は
毛
頭
な
い
．
進
化
史
的
に

人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
言
葉
を

操
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は

依
然
と
し
て
大
き
な
謎
で
あ
る
．

解
剖
学
的
に
喉
頭
の
位
置
が
低

下
し
た
こ
と
が
発
声
に
好
都
合

に
な
っ
た
の
だ
と
よ
く
い
わ
れ

る
．
私
自
身
は
意
識
の
深
化
に

深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
．
人
の
心

に
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
理
論
」

が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
お
の
れ

自
身
を
客
観
視
で
き
る
能
力
が

備
え
ら
れ
た
後
に
、
言
葉
が
編

み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
？

ひ
と
つ
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
話
し
言

葉
が
先
行
し
、
遅
れ
て
書
き
言

葉
つ
ま
り
文
字
が
発
明
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
．
最
初
の
文
字
は

六
千
年
前
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
字

に
始
ま
る
と
い
う
．
そ
れ
は
普

段
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
文

字
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
記
号
・

シ
グ
ナ
ル
の
よ
う
な
役
目
（
印

章
）
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
．
文
字
が
発
明
さ

れ
る
以
前
の
人
は
す
べ
て
の
事

柄
を
頭
の
中
に
記
憶
と
し
て
と

ど
め
て
い
た
．
ギ
リ
シ
ャ
神
話

は
語
り
部
の
頭
の
中
の
記
憶
と

し
て
語
り
継
が
れ
た
と
い
う
．

ど
う
や
ら
一
字
一
句
が
正
確
に

伝
え
継
が
れ
た
の
で
は
な
く
、

間
違
え
て
は
な
ら
な
い
要
所
と

い
う
か
話
の
筋
だ
け
は
間
違
い

な
く
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

ら
し
い
．
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
文
字

言
語
に
と
て
も
懐
疑
的
で
、
そ

れ
が
批
判
的
思
考
を
妨
げ
る
と

考
え
、
頭
の
中
に
記
憶
す
る
こ

と
を
最
重
要
視
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
．
だ
か
ら
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
事
跡
は
す
べ
て
弟

子
の
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
全
集
の
中
に
残
さ
れ
て
い

る
．
文
字
の
出
現
が
多
く
の
人

間
を
一
つ
の
政
治
組
織
に
ま
と

め
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
．

一
旦
文
字
が
発
明
さ
れ
る
と
、

記
憶
の
媒
体
が
脳
か
ら
文
字
へ

移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
文

明
は
文
字
の
発
明
に
よ
っ
て
そ

の
発
展
が
促
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
も
あ
る
無
文
字
社
会
に
み
ら

れ
る
過
去
の
記
録
の
欠
如
を
み

る
と
理
解
で
き
る
．
さ
ら
に
20

世
紀
後
半
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
出
現
す
る
と
、
扱
わ
れ
る
情

報
量
は
指
数
関
数
的
に
増
大
し

た
．
こ
の
情
報
量
の
肥
大
化
に

伴
い
、
記
憶
の
媒
体
が
書
籍
の

た
ぐ
い
か
ら
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

へ
移
っ
た
の
で
あ
る
．
私
も
か

つ
て
は
ノ
ー
ト
に
書
き
付
け
て

記
憶
内
容
を
記
述
し
て
き
た
．

し
か
し
最
近
で
は
す
べ
て
ノ
ー

ト
に
手
書
き
す
る
こ
と
か
ら
パ

ソ
コ
ン
へ
の
入
力
に
置
き
換
わ
っ

て
し
ま
っ
た
．
今
で
は
、
重
要

な
情
報
は
す
べ
て
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
内
に
収
ま
っ
て
い
る
．
情

報
の
収
納
場
所
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
文
字
を
読
む
と
い
う
行
為

は
変
わ
ら
な
い
が
．
文
字
が
持

つ
基
本
的
機
能
は
、
時
間
と
空

間
上
の
遠
隔
伝
達
性
で
あ
る
．

そ
れ
を
さ
ら
に
飛
躍
的
に
加
速

さ
せ
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
あ
る
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

世
界
的
普
及
が
将
来
何
を
も
た

ら
す
の
か
、
私
に
は
全
く
分
か

ら
な
い
．
21
世
紀
は
IT

の
普
及

に
よ
っ
て
世
界
文
明
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

予
測
し
て
い
る
人
も
い
る
．
10

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
離
れ
て

世
界
に
散
ら
ば
っ
た
ホ
モ
・
サ

ピ
エ
ン
ス
が
再
び
グ
ロ
ー
バ
ル

文
明
な
る
も
の
を
実
現
す
る
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
若
者
ら

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
漬
け
に
な
っ

て
い
る
．
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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図
書
館
報
第６号
発行者

学校法人

了德寺大学

理事長

了德寺健二

・佐々木宏 館長
「『文字』から想う
こと」

「図書の探し方」

了德寺大学図書館

の蔵書を調べる

(OPACの使い方)

第６号

目次

図書館長
より

特集

図
書
館
長
よ
り

・穂積信道 教授

『攻撃』

・川名ヤヨ子 教授

『宮沢賢治全集７』他

・坂上昇 教授

『学問のすすめ』

・杵島洋人 准教授

『アートでいきいき』

・越田専太郎 講師

『天才の栄光と挫折』

・金丸雄介 助教

『人を動かす』

・佐々木宏 教授

『氷河期の「発見」』

４-７面教員より
本の紹介

図
書
館
長佐

々
木

宏

２-３面

１-２面



了徳寺大学の
蔵書を調べる

国内他機関の
蔵書を調べる

国外機関の
蔵書を調べる

書店の出版物を
調べる

閲 覧
ILL(図書館間相互貸借 )※

を利用する
購入する

あ る

ない

ト
に
し
て
も
、
文
字
を
読
む
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
．
私
自
身

が
最
も
危
惧
し
て
い
る
こ
と
は
、

お
び
た
だ
し
い
情
報
の
み
が
、

あ
ま
り
経
験
の
な
い
若
者
の
脳

に
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
な
の

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
若
者
の

脳
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
し
ま

う
の
か
で
あ
る
．* * * * *  * * * * * * * * * * 
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図書の探し方

※ILL(図書館間相互貸借)

↓

Interlibrary Loanの略。

図書館間で実施される

文献複写や現物貸借。

了徳寺大学附属図書館に所蔵している資料は

館内カウンター前にある蔵書検索端末(OPAC)※で検索します

図書･雑誌入手までの

基本的な手順

了德寺大学図書館の蔵書を調べる

※蔵書検索端末
（OPAC：オーパック）

Online Public Catalogueの略。
コンピュータで検索する図書館の

所蔵目録データベース。

了德寺大学図書館のOPAC
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・・・資料の主題を表す

・・・著者の頭文字

・・・巻号や年を記載

OPACトップページ
OPACの基本的な使い方 書名・著者名以外から検索

各項目に入力

さらに絞り込み検索

も可

書誌情報 詳細画面

分類記号と著者記号から

目的の図書を探す

副本記号

著者記号

分類記号

図書の背に

貼ってある

背ラベル(請求記号)を

手がかりに探す

請求記号

検索結果

・出版年で絞り込む場合

・ISBNから調べる場合

↓

「条件項目で探す」から検索

OPACトップページ空欄か、
「フリーワードで探す」

に書名や著者名を入力

※具体的な書名等が不明な場合や、

ある事柄についての資料を探す場合

など、曖昧な入力も可
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医学教育センター教授
穂積信道

『攻撃 - 悪の自然誌』
コンラート・ローレンツ(著)

みすず書房
ISBN:978-4480020086

学生に推薦する本を考えた時に、どうしても自分が

学生時代に読んで影響を受けたものになってしまう。

私が学生時代に強い興味をもっていたのは、ヒトの行

動であった。善、悪、倫理、道徳は遺伝学的にどのよう

に決定されているのだろうか？ 倫理、道徳などはヒト

特有の行動であるようにみえるが、ヒト以外の動物にも

みられるのではないか？ これらはヒトを含む動物の進

化の過程でダーウイン的選択をうけたのではないのだ

ろうか？ このような時に出会ったのがコンラート・ロー

レンツ(1903-1989)の“攻撃、いわゆる悪について、1966

年”であった。さらに同じ頃、デスモンド．モリスによる”

The naked ape, 裸のサル、1967年“、ロバート・アード

レイの”The territorial imperative, 1966年”が出版さ

れ、いずれも世界的ベストセラーになった。ローレンツ

は比較行動学を確立した。彼は動物（犬、ガン、カラス、

アヒル、トゲウオなど）と生活を共にし、動物行動の観

察という当時は軽視されていた手法を使うことにより、動

物の攻撃性、戦争、愛、友情、憎しみ、社会、絆、家族、

ナショナリズムの成り立ちについて貴重な示唆に富む

結果を示した。そして、これらの結果をかなり大胆に、ヒ

トの行動に重ね合わせて論じた。ローレンツは他にも

“ヒト犬に会う”、“ソロモンの指輪”などの傑作を書いた

が、“攻撃”はぜひ読んでほしいと思う。この本は約50年

前に出版されたが、現在でもみすず書房からでている。

最後にちょっといい話をしておこう。ローレンツが来日

した時に上野動物園に招待された。当時、上野にはジャ

イアントパンダがいたが、当然のことながら、彼はパン

ダには全然興味を示さなかったが、不忍池の鴨の群れ

をみて当時の上野動物園園長に、“貴方は素晴らしい

財産を持っている”と非常に喜んで肩をたたいたという。

教員より本の紹介

新入生の皆さんようこそ了德寺大学へ！

学生の皆さん、一年前の東日本大震災をはっきり覚え

ていると思います。私は、イーハトーブ岩手県釜石市の

被災仮設住宅を訪ねて、そこで生活する皆さんと交流

する機会がありました。そして花巻市で生まれた宮沢

賢治の世界に惹かれ賢治作品を読みあさりました。

「宮沢賢治全集７」を推奨します。今、賢治の人格と文

芸への評価は高まり、世界的に揺ぎ無いものとなってい

ます。大変読みやすく短編なので活字が苦手な学生

でも読み進むにつれ自分の気持ちが落ち着き、目指

そうとしている自身を励ます気持ちが湧いてきます。自

分の目線でじっくり読み解いて欲しい一冊です。

次に紹介したい本は「安藤忠雄仕事をつくる - 私の

履歴書」です。建築家安藤忠雄と言えば独学で建築

学を学びイエール大学、コロンビア大学、ハーバード

大学の客員教授を務め、世界が認めた人です。各地

に「人が集まり、対話する場」をたくさん建築設計した。

建築物を作る行為は、人を育てることに似ていると安

藤さんは言っています。そしてどんなに技術が進歩して

コンピュータの時代になってもローテク主義、生の対話、

直接のやり取りを重んじているのが安藤流です。個性

豊かに見える建造物も作る過程は、医療の世界と変わ

りなく、使い手の意見をしっかり聞く事であり、コンピュー

タから情報を得ることではありません。

最近の私は「考える」ことをしないで多くの情報から

「選ぶ」ことで済ませています。コンピュータが使い易く

成ればなるほど「考える」ことから遠のきます。本を読む

事で自然に「考える」ことが身につきます。この二冊の

本を探しに書店を訪ねてください。きっと楽しい「思考の

世界」がスタートします。

看護学科教授
川名ヤヨ子

『安藤忠雄仕事をつくる - 私の履
歴書』

安藤忠雄(著) 日本経済新聞出版社
ISBN:978-4532168162

『宮沢賢治全集７』
宮沢賢治(著) ちくま文庫
ISBN:978-4480020086
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『学問のすすめ』
福沢諭吉(著) PHP研究所 他
ISBN:978-4569665931

了德寺大学請求記号：002¦¦Fu
(ワイド版岩波文庫)

半年から1年前のある日、何か学修につながる本

を読もうと思った私の頭の中に「学問のすすめ」とい

う言葉が浮かびました。恥ずかしながら、この時点で

は著者が誰であったか思い出せず、確かこんなタイ

トルの本があったよなと思い、直ぐさまインターネット

で検索し、この本を購入しました。

福沢諭吉の学問のすすめといってすぐに浮かぶフ

レーズは、初編の冒頭に書かれた「天は人の上に人

を造らず、人の下に人を造らず」です。あまりにも有

名なフレーズであり、平等を唱えているものだと捉え

ることができます。しかし、本書を読むことによって、

それは言いたいことの核心ではないことが分かります。

そのフレーズのすぐ後には、引用の一文ですが「人、

学ばざれば智なし、智なき者は愚人なり（実語教）」

と書かれています。さらに「賢い人と愚かなる人との

差は、学問をしたかしないかによって決まる」とつづ

きます。「人間は生まれたときは平等であるが、不平

等が生まれる。それは、その人に学問の力があるか

ないかである」というようなことも言っています。あの

一節からは想像もできないことが書かれ、学問の必

要性・重要性を強く訴えています。

了德寺大学に入学された皆さんは、学ぶため、学

問をするため、そして自分の将来を切り拓くために進

学されたはずです。確かに古めかしい本で、現代に

合わない部分はありますが、是非、学問の必要性・

重要性を知る、あるいは再確認するために一読して

いただきたい本です。この本は現代語訳版であり、巻

末には訳者の解説が書かれているので、すんなりと

読むことができます。

理学療法学科教授
坂上 昇

著者の日野原重明さんは御歳100歳（！）しかも現役

の医師(!!)です。東京・築地にある聖路加国際病院の理

事長・名誉院長をしておられます。日野原先生はとても

アートに造詣が深い方で、病院内のスペースを利用し

て彫刻展（多摩美術大学とのコラボレーション企画）を

行うなどの活動もしておられます。

日野原先生はこの本の中で「医療とは命を健やかに

保つアートである」と述べておられます。医療（医術）は

確かに「身体」を治すが、それだけでは完全ではない、

「心」を治すことを忘れてはならない。そして心を治すも

のがアート（芸術）である。アートがもたらす癒しや安らぎ

が、様々な病気やケガで苦しんでいる患者さんにとって

どれほどの救い、治癒の活力になっているか、終末医療

の患者さんの人生の最後にどれほどの穏やかで豊かな

時間をもたらすか。そういったことが、親しみやすくわか

りやすい文章で綴られています。医療人たらんとしてい

る人、芸術家たらんとしている人、どちらにも読んで欲し

い本です。

芸術学部美術学科准教授
杵島 洋人

『アートでいきいき』
日野原重明(著) 実業之日本社

ISBN:4408395706
了德寺大学請求記号：704¦¦Hi
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人と関わり合うことのない人生などあり得ない。

そうだとしたら、人と上手く付き合うことができれば、

あなたの人生は今よりうんと素晴らしいものになるでしょ

う。

4年前。私は北京オリンピック直後に現役選手を引

退し、本学園柔道部のコーチとして、また、本学の教

員として働かせていただくことになりました。その就任

当初に、本学の山田利彦先生に本書を紹介してい

ただきました。

本書の題名を見ると、流行りのマインドコントロール

技術書のような印象を受けますが、いたずらに人の

心を操る小手先の技術を紹介する本ではありません。

人を動かすには、まず自分自身を動かしていくこと。

その手段や方向性がわかりやすく書かれています。

内容は5つの項目から構成されています。1.人を動

かす三原則、2.人に好かれる六原則、3.人を説得す

る十二原則、4.人を変える九原則、付録.幸福な家庭

をつくる七原則。

各項目、様々な実例を挙げてその原則を証明して

います。実例が多過ぎて、若干しつこい感じはします

が、歴史的人物の格言などもふんだんに盛り込まれ

ており、それだけあって説得力はあります。

目次には全ての原則が記されていますから、本を

読むのが苦手な人は、目次に目を通すだけでも十分

に参考になります。

「こんなの当たり前じゃないか」

本書を読んで、そう思う方もいるかもしれません。し

かし、ただ一つでも心に引っ掛かるものがあれば、そ

れだけであなたの人生が変わっていくきっかけになる

と思います。

少なくとも、私は本書を読んで変わることができた人

間の一人です。教育者という、人の人生に影響を与

える職業の心得として、常に心に留めておきたいと思っ

ています。

本書に出会って、あなたの人生がより素晴らしいもの

になることをお祈りしております。

教育教養センター助教
金丸雄介 『人を動かす』

D.カーネギー(著) 創元社
ISBN:978-4422100517

人は天才の存在に感動し、強い憧憬の念を持つ。また、

自分の凡庸さに嘆息しつつ、その届かぬ才能に心から

の畏敬の念を抱く。科学者の端くれである私ももちろん

その一人である。しかし、天才も神ではなく一人の人間

である。時には恋愛に敗れ傷つき、人間社会の軋轢に

苦しみ、時には悲劇の中で自らその生涯を終えることさ

えもある。本書では、そんな9人の天才数学者の栄光と

挫折が、同じく数学者である藤原正彦氏の手により記さ

れている

ここでは一例として、アイザック・ニュートン（Isac Newt

on）について触れたい。科学に対してどれほど興味の薄

い学生であっても彼の名前を知らないものは皆無であ

ろう。ニュートンはその著書「自然哲学の数学的原理

（通称：プリンキピア）」により微積分学、力学、天文学を

一つに体系づけた。筆者の藤原氏をして、「プリンキピ

ア」の出現ほど自然科学の歴史において重大な事件は

他にない」と述べている。まさに自然科学界に燦然と輝

く巨人である。ニュートンにまつわる逸話には枚挙に遑

がない。その超人的な集中力のあまり、ゆで卵を作ろう

として自分の懐中時計を煮てしまうということもあったほ

どである。その一方で、性格的には猜疑心が強く、非常

に内向的な性格であったらしい。舌鋒が鋭く、議論の場

では相手を攻撃的に罵倒する。万有引力の先取権を

他の研究者(ジョン・フック)と口汚く争い、微積分発見に

ついてライプニッツとの25年にもわたる法廷闘争を行っ

ている。さらに、50歳の時には重度の鬱病を患うなどニュー

トンの人生もまた、栄光のみに包まれたものではなく生々

しい一人の人間の人生であったのである。

学生の方々に天才達の生き方を、彼らの発見に費や

した努力を、そしてその代償として支払った悲劇を知っ

てほしいと思っている。多くの偉人達の伝記のように、偉

人の生き方から自分が生きるためのヒントを得るというこ

とではなく、自分たちが読んでいる教科書の一行は先

人たちの大いなる遺産であることに気付いて欲しいとい

う思いである。そして、彼らの人生に思いを馳せてみて

ほしいと思うのである。

整復医療・トレーナー学科講師

越田 専太郎 『天才の栄光と挫折 - 数学者列伝』
藤原正彦(著) 文春文庫
ISBN:978-4167749026
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学生時代に、偉人の出現は19世紀までであり、20世

紀以降は輩出しないのではないだろうかと何かの雑誌

で読んだ記憶がある。けれども、生命科学の領域では2

0世紀後半に、ワトソン＆クリックが提出したＤＮＡ二重

ラセンモデルは、その後の分子生物学隆盛の走りとなっ

た。ここに推薦する書物は、地球規模における大きな発

見物語である。

地動説、進化論、ニュートン力学、プレートテクトニク

ス理論は、それぞれ17世紀、19世紀、20世紀の科学に

よって明らかにされた事実である。ガリレオは火あぶり

を覚悟したし、アメリカ合衆国で今なお進化論に激しい

攻撃が続いていることを思うと、人々が抱く「常識」とい

うものを打ち破ることがいかに困難なことかが分かる。

科学史をさらに掘り下げてみると、「信じられないような

恐ろしい事実」があったことがわかるのである。「氷河

期」もそのひとつであろう。もの静かな田園あるいは都

市が広がる広大な平地を眺めて、そこがかつて数百メー

トルもの厚い氷の底にあったということを、いったい誰が

信じることができるだろうか？ 私自身は眼にしたことは

ないが、ヨーロッパではとても奇妙な地形がたくさんある。

特に、平地に巨大な岩石がポツンとある場所が多いの

である。過去に氷山の上に乗って運ばれた岩石が洪

水のために地上に残されたのだろうと地質学者は考え

ていたらしい。推薦する図書は、常識に反する「氷河期」

というとてつもない考えを、誰がどう認識し、広め、確立

させたのかを面白く描いている。19世紀半ば、探検家で

あり詩人でもあるケーン、氷河に取り付かれた冒険家

のアガシ、ダーウィンに大きな影響を与えた地質学者

で政治家でもあるライエルが登場する。命がけの北極

探検と、悪戦苦闘の氷河研究が平行しながら、大団円

へと向かう物語が描かれている。資質が大きく異なっ

た3人の登場人物が「氷河期」の発見につながったこと

がよくわかるのである。2年間に渡る北極での大遠征で、

グリーンランドに巨大な氷床があることを初めて発見し

たが、それがもとで命を削ってしまったケーンの姿は痛

ましい。何ゆえにこの本を学生に薦めるのか？ それは、

少なくとも大学生時代に可能な限り大きな夢を描いても

らいたいと願うからである。

医学教育センター 教授
佐々木宏 『氷河期の「発見」 - 地球の歴

史を解明した詩人・教師・政治家』
エドマンド・ブレア ボウルズ(著)

扶桑社
ISBN:978-4480020086
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